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的に向けて、自分たちのグループもその目的に向けた役割を
きちんと果たしているだろうか？
地域社会の中の専門家――医師、聖職者、司法関係者、教12.
育者、また、助けを求めてきたアルコホーリクと最初に接す

、 、る立場の人――のところに のメッセージを届けるためAA
最近グループで行ったことは何だろうか？
グループは伝統 （注．すべての グループは外部から13. 7 AA
の寄付を辞退して、自立しなければならない）の責任をどう
はたしているだろうか？

グループの問題について
グループの中で数々の問題が生じるというのは、メンバー
間の異なる意見が、健康的で望ましい形で表明されている
証しだといえる。ステップ で言われている“自分のあら12
あ か し

ゆることに、この原理を実践”するまたとないチャンスが与
えられたということである。
グループの問題というと、たとえば、スリップをした人に
グループはどう対応すべきか？だらけた気分でミーティング
に参加してくる人を何とか盛り上げるには？もっと多くのメ
ンバーにグループの雑用を引き受けてもらうには？アノニミ
ティを破ったメンバーにどう対処すべきか？“ ステップ”13
に熱をあげているひとには？グループが取るべき方法につい
ては何でも知り尽くしているという“死にかけけの執事”の
オールドタイマーから身を守るには？一方、グループが板ば
さみとなっている問題の解決に向けてオールドタイマーたち
の経験をもっとひきだすには？……といった の共通の疑AA
問にまつわるものが多い。
グループで生じる問題のほとんどすべてに解決の方法はあ
る。それは普通、十分に情報を伝えられたグループの良心を
働かすことで、解決は得られる。大切なのは、ユーモアのセ
ンス、頭を冷やす期間、忍耐、礼儀をもって接すること、耳
を傾け待っててみようという姿勢､それに公正な感覚と “私、
たちを超えた大きな力”への信頼をプラスしたものである。
それは、法律尊重主義の議論や個人に非難よりもはるかに効
果があることを、みんなは認めている。

「 グループ」のほんの一部分であるが読んだ人も、読AA
んでいない人も、持っている人も、もう一度目を通してみて
欲しい。自分が、今飲まない生き方ができている奇跡の基を
確認しようではないか。
そこにミーティング場があったから、ミーティングを開い
てくれたメンバーがいたから、さかのぼれば、ビル・Ｗとド
クターボブの出会いから 年もの時を経て、脈々と伝えら67
れ続けてきたメッセ－ジがあったからだと思う。この喜びと
感謝を、今もなお苦しんでいる人たちへメッセ－ジとして伝
えなければやがては自らが滅んで行くのであろう。
それぞれのグループの経験をお知らせいただければ幸いで
ある。

ＪＳＯ 野 崎

37ページから39ページ、40ページから41ぺージ

多くのグループは定期的に「グループの棚卸しミーティン
グ」を開き，自分たちのグループが、回復に向けて提案され
た のステップを通してアルコホーリクの回復を助けると12
いうＡＡの基本的な目的をどれほど果たすことができたかを
評価している。グループの中には の伝統に一つづつ照ら12
し合わせながら、伝統に表された原理にどこまで沿うことが
できたかをチェックして棚卸しを行っているところもある。

、AAの分かち合いの中から引き出された次のような質問は
十分に情報を伝えられたグループとしての良心に諮り、結論

は か り

に辿り着くのに役立つものと思われる。これらの質問のほか
た ど り

にも，グループで独自に何点かチェック項目を付け加えると
良い。

グループの目指す基本的な目的とはなにか？1.
メッセ－ジを運ぶために、グループが今以上に努力できる2.
ことは？
グループはさまざまな背景のアルコホーリクを引きつける3.
ことができているか？

。4.新しいメンバーたちはグループにうまくとけこんでいるか
去って行く人のほうがはるかに多いのではないか？そうだと
したら、なぜだろうか。グループとしてわたしたちにできる
ことは？
スポンサーシップがどれほど大切かを力説しているだろう5.
か。本当にうまく説明できているか。もっと良く理解しても
らうにはどうしたらよいだろうか？
グループのメンバーのアノニミティを守ることに気を配っ6.
ているだろうか？ミーティング場いがいの場所で メンバAA
ーのアノニミティを守ることについては？ミーティング場で
分かち合われた個人の秘密をちゃんとミーティング場の中に
残して帰っているだろうか？
皿洗いや掃除といった仕事を果たすことも含め、いろいろ7.
なサービスは 番目のステップを行う上でたいへん重要で12
あること、そしてグループにとって大変価値があることだと
いうことを、メンバー全員に時間をかけて説明しているだろ
うか？
ミーティングで話をしたり、またいろいろなグループ活動8.
に参加するチャンスは、メンバー全員に与えられているだろ
うか？
自分たちの係を選ぶ際、人気コンテストに票を投じるので9.
なく、重い責任を伴う役割を引き受けてもらうのだというこ
とをわきまえて投票しているだろうか？
自分たちのミーティング場をできるだけ魅力あるものにす10.
るため、できるだけの努力を払っているだろうか？
回復、一体性、サービスという三つの遺産である の目11. AA
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うにしていくことだろう。
一般というのは大きすぎてとりとめのないもののように感
じていた。だが、身近で全体サービスでしかできないことも
あるのだ。例えば、先日の国際シンポジウムでは新聞記者の
方が２名ほど参加していた。先方からＡＡに興味を持ってく
れたのだ。この方々にどのようなフォローアップをすればよ
いのだろうか。シンポジウム開催前の記事を読むとＡ社の記
者はＡＡをあまり理解していないように見えた。誤りなくＡ
Ａのプログラムを知ってもらうにはやはり何らかの行動が必
要と思われる。
矯正施設へのメッセージもいきなり押しかけてすぐに始ま
ったわけではない。そこに至る道のりがあったのだ。目に見
えない小さなことからかもしれないが、手近にあることを一
つ一つ大事にしながら、４年間の任期を全うしていくしかな
い。
ちなみに、第１６回ワールド・サービス・ミ
ーティングのテーマは「ＡＡ－私たちの将来は私
たちの責任」だった。

全国の仲間の皆さん
「私に知恵と力と勇気をお与えください」

工藤西日本圏選出常任理事
ＡＡの名前を初めて聞いたのは熊本の精神病院に入院中だっ
た。私は生まれ育った環境から気が小さく弱い。幼い時から
まわりの人たちの顔色をうかがいながらいい評価をしてもら
おう、好かれよう、そればかり考えて生きてきた。育ちから
くる劣等感や気疲れからの開放感を求めて呑んだ。自分中心
の世界を作るため自分に自信をつけるために呑み続けた。
やがて酒のドレイになっている自分に気づき、酒を飲むため
に何でもする自分に驚く。飲んで行っては行けない所に飲ん
でいくことが多くなり、節酒しょうとやってみたが一日もも
たない。こんな意志の弱さに罪悪感や劣等感に苦しむ。転職
を繰り返すたびに条件の悪い所へと堕ちてゆく自分。家庭は
修羅場化とし崩壊寸前だ。最後は身体をこわし（頭も）入院
する。この病院でＡＡメッセ－ジをいただく。初回メッセ－
ジは強烈だった。ミ－ティングに出るため会社を変えろ、住
まいを変えろ、断酒に邪魔になる家族と別れろ、でも2度目
に出た時、止めるためならなんでもする気になっていた。こ
の入院中に自分自身のために止めることと、１２ステップを
使って回復のプログラムでの生き方について教わった。退院
後は自分の生活サイクルを断酒優先にするよう努力しそうし
てきた。昔読んだケネディ伝記の中で、彼が大統領就任の前
教会に行った時のこと、歴代の大統領は神に向かって「私は
今度大統領になります。国政を司る私をどうか神様お守りく
ださい」と神からの加護を求めました、ところがケネディは
神に向かって「神様どうか私に困難と戦う勇気をください」
といっています。私はこの言葉から神様、アルコ－ルを断と
うとしている私に努力する力と勇気をください、と読み替え
てきました。もうひとつ就任挨拶でケネディは「アメリカと
いう国があなたたちになにをしてやるかではなく、あなたた

」 。ちがアメリカという国になにができるかだ という台詞です
つまり生命を救われたＡＡにそれ以上は望まず、ＡＡに対し
てどのような恩返しができるのかと読み替えることでした。
ＡＡのためになにができるのか、献金、メッセ－ジ等、あら

常任理事に就任して

広報担当 高橋（麗）全体サービス常任理事
常任理事に就任してはや４ヶ月が経とうとしている。評議
会に出席したものの、それ以降これといって眼に見える形で
役割を果たしていない。長い間、文書・出版関係の役割をさ
せていただいていたので広報という役割が、何を目的に、誰
を対象に、どのようなことをするのか具体的に見えてこなか
った。もちろん「サービス・マニュアル」をあらためて読ん
でみた 「広報ガイドライン」も読んだ。現在、翻訳中の新。
しい「サービス・マニュアル」にも未定稿ではあるが目を通
した。しかし、具体的には見えてこなかった。

一つ見えてきたことは、前任者の報告などを読んでいるう
ちに時代は動いているということだ。日本のＡＡを取り巻く
状況が変わりつつあるのではないかと思えるのだ。例をあげ
るなら、メンバーシップサヴェイが定着した、インターネッ
トのホームページを見てミーティングに参加した仲間に私も
始めて会うことができた、全国ネットのＴＶでＡＡを取り上
げた番組が何度も再放送された、アメリカ・カナダのＡ類常
任理事ヴァリアント先生をお迎えしての国際シンポジウムが
多くの関係者の皆さんなどを集めて開催された、等々、総じ
て言えば日本のＡＡが社会的に認知される足掛かりの第一歩
の手前までようやくたどり着いたのではないかと思える。
日本にＡＡが伝播して以来の積み重ねを振り返ると先ゆく
仲間に対し敬意という言葉だけでは済まされないものを感じ
る。

だがここで、思ったり、感じたり、批評を述べたりしてい
るだけでは、あるいは思いつきで行動してはいけない状況に
自分が置かれていることを知らされた。常任理事という役割
に就いたのだ。先行く仲間の積み重ねをふまえ、現在の状況
を鑑み次の一歩をどう踏み出せばいいのだろうか。それが冒
頭の具体的に見えてこないということなのだ。
そのようなある日、評議会が終わってからしばらくして、
「第１６回ワールド・サービス・ミーティング最終報告書」
が手元に届いた。４６ページで私の目は止まった。イタリア
のＷＳＭ評議員が書いていることを日本のＡＡにアレンジす
ると「ミーティング場を使わせてくれる管理者にＢＯＸを毎
月、手渡している」ということになるのだろうか。
もちろん、日本でも一部のグループあるいはメンバー個人
が行っていることを知らないわけではない。それにＢＯＸを
ミーティング場の管理者に手渡すということはグループが主
体となって行うことで、仮に提案をすることはあっても常任
理事として指示するようなことではないだろう。
私の目が止まったのは、ＡＡという存在を知っているもの
の内容までは詳しく知らないという専門家ではない方々に、
今少し、ＡＡのことをよく知ってもらうことならできるだろ
うし、限られた予算の中で有効なのではないだろうかという
点だった。当たり前といわれればその通りだし、何を今更と
いわれるかもしれない。しかし、力みかえって大上段に構え
る必要は何もないことに気付いたのだ。

広報は直接にまだ苦しんでいるアルコホーリクにメッセー
ジを運ぶことはしないが、ＡＡのプログラムを一般の人に誤
りなく知っていただくことで間接的にメッセージが伝わるよ
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国際協力献金のお願い
メンバー各位
毎年 月 日を間にはさむ 週間をＡＡ国際協力献金週間としてまいりました。6 10 1
皆様の温かい「愛の手」が今もなお苦しんでいる世界中の人たちに届きますようにとビッグブックを始め、各
書籍や各種パンフレットの翻訳が数多くの言語で進められ、様々な場所、それぞれの機会を通してメッセ－ジ
が送られています。たくさんの費用が必要となっています。
各グループにお届けしてある第 回ワールドサービスミーティング報告書の ページ目にビル・Ｗの言葉が引16 1
用されています。
「・・・ＡＡの世界における真の責任とは何か、そしてそれはどうすればよりよくかなえられるかー現在と将
来においてー、このことをより明確に理解するよう我々は努めるであろう 。そして将来とは 「今はあなたが」 、
たのものであり、そしてこれからやってくる人たちのものとなる 。」
報告書に書かれているように世界に広がるＡＡのプログラムをよりいっそう確かなものとして、苦しんでいる
人たちに届ける責任を共に感じたいと考えます。

1935 6自らの飲まない生き方のルーツは 年の運命的な二人の出会いにあること そしてＤｒ ボブのソーバーが、 ．
月 日から始まったことを世界中のメンバーと喜びあおうではありませんか。10
感謝と喜びを表すために、自分に今できるだけの献金をお願いします。
「今年は６月９日（日）～１５日（土）の１週間とし、５月に各グループへ詳細をお届けいたします 」。

ＷＳＭ評議員 野 村
今 井

*********** ***********経験を貯めましょう：ＪＳＯの活用を！

日ごろからメンバー、グループの皆様より心温まる献金を送っていただいておりますこと、心から感謝申し上
げます。ＪＳＯはＡＡの経験の蓄積場所でもあります。失敗したこともうまくいったことも必ずどこかで誰か
の役に立つというＡＡの歴史があります。でもこれは分かち合う方法が、それも全国的な広がりを持っていな
ければ、財産の効果的な活用が出来ません。
どうぞ自分達の様々な経験を分かち合ってください。最初に書いたグループの棚卸しを文字にして、具体的な
ことがらについて正確に事実を伝えていただけないでしょうか（固有名詞は使わないこと、人を傷つける事は
しないこと、論評にならないこと、推測や憶測はしないこと 。この経験バンクにたくさんの（献？）経験が貯）
まればきっと、今も苦しんでいる人へメッセージを伝えることに役立ってくれるでしょう。 ＪＳＯ 野崎
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ングがあるのは知っていましたが」そのころのことを振り返
りながら、ダグはさらに「そういったことがかなり気にはな
っていたものの、今もそうなのですが、そのときもＡＡのサ
ービスにかなり熱心にかかわっていたので、何もないところ
からミーティングをスタートさせるほどのやる気を自分のな
かで奮い起こすことはできなかったし、そのための時間も取
れませんでした 。」
４月のある日のこと、ダグはあるミーティングでスピーカー
を頼まれ、自分の話をした。残りの時間は全員の分かち合い
になった 「そのときアキという仲間が話し始めました。日。
本ではアルコホリズムのことがほとんど理解されていない。
でも治療を受けていたときにＡＡを知ったおかげで、数ヶ月
だが飲まないでいられる、と。アキは僕がベイエリアで初め
て出会えた日本人のＡＡメンバーでした。彼の話を聞きなが
ら僕は自分の名刺を取り出し、裏に日本語で『お電話くださ
い。日本語のビッグブックをお渡しします』と書いて彼にそ
っと手渡しました。僕のメモを見て、彼はぱっと顔を輝かせ
。 。 、ました ミーティングのあとで一緒に話をしました そこに

実は僕も日本語が話せるんだと言いながらグレッグも加わり
ました。ＡＡの伝統３が僕の頭によみがえりました 『・・。
・飲まずに生きたいと願うアルコホーリクが２ ３人集まれ,
ば、グループとしてＡＡ以外のどんな団体にも加入していな
いかぎり、自分たちのことをＡＡグループと名乗ることがで
きる 。そのとき僕は、それまでずっと考えていた日本語グ』
ループを始める時が、ついにやってきたのだと感じ取ったの
です」
「進歩グループ」は、今、やっとよちよち歩きをはじめたば
かりだという。ダグは「日本語グループがあることを知って
もらうために、チラシをつくり、日本人がやっているスーパ
ーや、神社のような場所に、もちろん、許可をもらって貼ら
せてもらっているところです。チラシには日本語で『ご自分
の飲み方に不安がありますか？ だとしたら、アルコホーリ
クス･アノニマスに来てみませんか』と書いてあるだけの簡
単なもので、その下に小さく、グループ名とミーティングの
時間と、会場への案内図も入れています。ふつう、スーパー
の掲示板は一週間しか掲示してくれないため、僕は毎週スー
パーに行って、貼り直してくるのだけれど、おかげでサービ
スをやらせてもらえます。あとは、このあたりでは日本語新
聞が毎週発行されていて、そこが無料で、このような公共的
な活動の案内を出しているので、それにも掲載してもらって
います」
グループが始まって間もないころのことだ。ダグの話を聞こ
う 「グループの会計のグレッグが日本人の奥さんといっし。
ょに休暇をとって日本に行くことになりました。グレッグは
わざわざ東京にも寄り、ＪＳＯに行って、日本語のＡＡパン
フレットを送ってくれたＪＳＯに感謝して、僕たちからの初
めての献金をしました。これはあくまでも僕たちの献金箱に
入っていたお金の一部であり、わずかな人数しかいないけれ
ど、僕たちの感謝の気持ちでした。まさに金銭と霊性が交わ
るところが献金箱ですからね」

ＢＯＸ４５９ より転載2001 HOLIDAY ISSUE

日本語ミーティング
ｉｎ
カリフォルニア

昨年末にニューヨークＧＳＯから発行されたボックス４５９（アメ

リカ･カナダのグループ，メンバーへ向けたニューズレターの名称）

に掲載された記事を紹介する。この原稿を送ったメンバーは日本の

ＡＡのサービスに多大なる貢献をしてくれている。彼の通訳の能力

は非常に高いレベルを持って、日本のワールドサービスミーティン

グ評議員を助けてくれている。また、サービスの経験も惜しみなく

分かち合ってくれ、感謝の言葉が見つからないほどである。

先日、機会あってこのミーティングに参加することができた、とて

もステキなミーティング会場である。サンフランシスコに行く機会

があれば是非参加して見て欲しい。

２００１年５月 日、北カリフォルニアで第一号（ロスア27
ンジェルスでは以前より日本語ミーティングが開かれてい
る）の日本語グループが、サンフランシスコから キロほ60
ど南下したマウンテンビューの教会でいよいよスタートを切
った。この日「進歩グループ」には 人のメンバーが集まっ5
たが、このグループを始めた、北部沿岸地域の書記も務める
ダグ・ によると 「進歩」とは “プログレス”の日本語訳G 、 、
であり、一歩一歩前進を続けることこそだれもが望んでいる
ことだからと、この名前をつけたのだという 「やっとここ。
にたどり着いた日本人の新しい人のことを考え、このミーテ
ィング場に入ったら僕たちも日本語しか話さないことにしま
した」
一見なんの関連もないいくつかの出来事があいまって、つい
に「進歩グループ」の誕生へと至ったのだが、まずは、話は
ダグの中学時代にさかのぼる。中学 年のとき、交換留学生2
として東京にやってきたダグはそこで勉強をし、たちまちの

。 、 、うちに日本語を身につけた 日本語が堪能なおかげで 後年
カリフォルニアの企業に就職したダグに日本への転勤が命じ
られた 転勤先は東京から キロほど西の地方だった そ。 。「160

」 。のときから本当に酒がひどくなりました ダグはふりかえる
「ニュージャージーの自宅に戻ったものの、たちまちのうち
に底をつき、 年の 月にアルコホーリクス･アノニマス1987 10
につながりました。それから ヶ月たって、カリフォルニ10
アに戻ったのです」
それから 年後、ダグは、北カリフォルニア地域で“任され7
たしもべ”として役割についているメンバーから、シリコン
・バレーで日本語ミーティングをやってみないかと勧められ
た 「じつにたくさんの日本企業がシリコン･バレーに進出し。
ています。実際、僕の会社にも、飲酒運転でつかまり、裁判
所からＡＡミーティングに行くよう命じられ、結局は日本へ
の転勤命令が出されて、一度もＡＡのメッセージを耳にする
ことなく帰国してしまったという人が何人かいました。その
ころ日本では、全国で毎週 回ぐらいのミーティングが開250
かれていて、女性クローズドや、ヤング、パソコンミーティ


